
- 1 - 

平成２７年 ６月２５日 

 

報 告 書 

 

 那須塩原市議会議長 中村 芳隆 様 

 

              那須塩原市議会 第３班 班 長 齋藤 寿一 

                          記録者 植木 弘行 

                              相馬  剛 

 

 

 下記のとおり報告会を開催しましたので、報告いたします。 

 

記 

 

１．日  時  平成２７年 ５月２１日（木）午後６時３０分～８時３０分 

 

２．会  場  ハロープラザ 

 

３．担当議員と役割 

  【担当議員】８名 

    齋藤 寿一 （班長） 

    中村 芳隆 （副班長） 

    松田 寛人 （司会者） 

    平山 啓子 （定例議会審議結果報告） 

    大野 恭男 （議会活性化検討特別委員会活動報告） 

    山本 はるひ（庁舎建設検討特別委員会活動報告） 

    植木 弘行 （記録者） 

    相馬  剛 （班テーマの発表・記録者） 

 

  【応援議員】４名 

    星 宏子、鈴木 伸彦、君島 一郎、金子 哲也 

 

４．参 加 者  別紙受付表のとおり 

        ・市民１４人（男性１０人、女性４人） 

        ・市外 ５人（男性４人、女性１人） 

 

５．主な意見・要望 

 ＜定例会の報告について＞ 

  ・質問、意見、要望なし 
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 ＜特別委員会の活動状況報告について＞ 

  議会活性化検討特別委員会 

  ・質問、意見、要望なし 

  庁舎建設検討特別委員会 

  Ｑ：坪あたり 24万円と聞いているが、近所の人からはせいぜい 14万円と聞いているので、

きちんとやってもらいたい。 

  Ａ：どういう道筋で建設されるのか、今後、委員会を含め全議員で進めていく。 

 

 ＜テーマに関する意見交換＞ 

  Ｑ：来年４月に統合される関谷小学校にはプールがないことをどう考えるか。 

  Ａ：当面、金沢小学校のプールを利用すると聞いている。 

  Ｑ：金沢小学校には、プールだけ残すということか。 

  Ａ：跡地利用の委員会が招集されると思うが、その席で意見を述べていただきたい。 

  Ｑ：小中一貫校は、いつ頃までの目標か。 

  Ａ：26 年度に塩原中学校がスタート、27 年度から黒磯中学校、西那須野中学校、箒根中

学校が始まっており、28年度で全部の中学校区が小中一貫校となる。 

  Ｑ：小・小連携や小・中連携で、別に廃校にしなくてもよいのでは。 

  Ａ：統廃合については、24 年度から 28 年度までの期間を経て検討する。今回、金沢小学

校の統廃合は決定した。横林小学校は 28年度で区切り、29年度に検討に入る。 

  Ｑ：２つお願いです。１つは、学校は地域の人のより所として、地域・学校・行政が丁寧

な合意の形成のもとに動くことを大切にしていただきたい。 

    ２つ目は、子どもたちが、どういう子どもになっていくか、その方法を地域の方が納

得のいくよう、穏やかに周りの状況を見ながら進めてもらいたい。 

  Ａ：ご意見として承る。 

  Ｑ：小中一貫校は、どこで小学校を卒業するのか。他の中学校は望めないのか。 

  Ａ：小中どこでも行けるというシステムになっている。行きたい学校を選択できる。 

  Ｑ：矢板市の学校でも行けるのか。 

  Ａ：市外の中学校に行くのは制限がある。学校教育課に聞いて後で返答する。 

 

 ＜テーマ以外に関する意見交換＞ 

  Ｑ：那須塩原市議会に陳情し、全員賛成で採択されたのに、広域行政事務組合議会では議

員は反対に回るのか。 

  Ａ：広域行政事務組合議会のことも絡むので、個人的な意見は差し控えるが、文書で回答

させていただいている。 

  Ｑ：議会として全議員が賛成なのに、広域行政事務組合議会に行って反対ということに対

して、それぞれの議員に伺う。 

  Ａ：個々の意見は述べることはできないことをご理解いただきたい。 

 


